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【柏野自治連合福祉協議会 会長 中嶌重男】 

この度，京都市のご支援を頂いて，学区内の主だ
った団体長，町内会連合会の協力を得まして，新た
に「柏野学区防災まちづくり委員会」を平成２８年
３月に発足いたしました。 
委員長には消防団員でもある片桐直哉氏に委員

会一同でお願いをいたしまして，災害に強いまちの
実現に向けて，柏野のまちづくりを推進いたしてま
いります。学区民の皆様のご支援ご協力を賜ります
よう，よろしくお願いいたします。 

【柏野学区防災まちづくり委員会 委員長 片桐直哉】 
「ここの道がもっと広げられたら」「昔ながらも町の風景を大切にしたい」「植木で道が

狭くなっている」など，今までのまちあるきや意見交換会の中で，学区の皆様から多くの
ご意見をいただきました。 
今後，防災まちづくり委員会として多くのご意見を集めながら，まちづくりの方針を決

めて，実現に向けて取り組んでいきます。私たちの柏野学区のことを「わたしのこと」とし
てとらえ，積極的にご参加いただけますようお願いいたします。 

 
 

昨年は，地域の防災上の課題や身近な危険箇所等について確認することを目的に，「防災ま
ちあるき」を実施しました。さらに今年２月には，まちあるきの結果を踏まえて，現状と防
災上の課題を再確認し，課題解決に向けた取り組み等について話し合うため，「意見交換会（ワ
ークショップ）」を実施しました。たくさんの方々にご参加いただきありがとうございました。 
今年度も，地域の皆様とともに，防災まちづくりに取り組んでまいりますので，ご理解・

ご協力をお願いします。 
  【防災まちあるき】 
■第１回：平成 27年 9 月 27日（日） 
第２回：平成 27年 10月 18日（日） 

■参加者：延べ約 50名 
 

平成２７年度の防災まちづくりの取組を報告します！ 

『防災まちづくり委員会』を設立しました！ 

【住民意見交換会】 
■平成 28年 2月 16日（火） 
■参加者：約 40名（ブロックに分かれて実施） 
 
 

防災まちづくり委員会（役員）メンバー 

裏面もご覧ください 
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意見交換会では，柏野学区の魅力や防災上の課題についてたくさんのご意見をいただきま
したのでご紹介します。また，柏野学区の将来への想いや今すぐに出来そうな取り組みへの
アイデア等についても，たくさんのご意見をいただきました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災まちづくりの取組を継続的に進めていくため，学区全体の方針や将来像，具体的な対
策の進め方を定めた「防災まちづくり計画」をこれから２年間かけて作成します。 
今年度は，以下の内容を予定しておりますので，是非とも参画・ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

（編集・発行人）柏野学区自治連合福祉協議会  会 長 中嶌 重男 

 昔ながらの京町家が立ち並ぶ雰囲気のよい路地が残っている 
 町家に住みたいという若者が引っ越してきており，喜ばしい 
 両側町のコミュニティが残っており，良いまちづくりができるはず 

意見交換会で出た意見の紹介 

 
 古い木造家屋が多く，
地震時に倒壊して道が
塞がれたり，火が燃え
広がるおそれがある 

 空き家が多く，老朽化
が進んでおり，放置さ
れて危険な状態のもの
もある 

 

 
 延長の長く，幅員の狭
い道が多い 

 東西・南北方向に防災
の軸となる広い道が少
ない。 

 狭い道では建物やブロ
ック塀が倒壊すると避
難できなくなる 

 物が置いてある路地が
多く避難に支障がある 

 

 
 防災上有効な空地が少
ない（公園は２箇所） 

 高齢者が多く一人暮し
の高齢者も増えている 

 

今後の予定 

「いえ」  「みち」 「まち」

柏野学区の魅力 

2/16 
開催 

柏野学区の防災上の課題 

課題の共有と方針づくり （アンケート調査の実施など） 

 計画づくりにあたり，防災上の課題を共有し，柏野学区の将来に対する住民の皆さ
んの想いをしっかり伺うことが大切です。このため，全戸配布のアンケート調査や意
見交換会等を行っていく予定です。 

今すぐにできる対策の実施 
 袋路の２方向避難や古いブロック塀の改善などの今すぐできる対策について，皆さ
んの協力を得ながら，随時実施していく予定です。 

《今年度の予定》  全戸配布 


